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新技術の概要

リシール細胞技術を利用した「正常・病態モデル細胞」作成とその細
胞フェノタイプ解析法を組み合わせ、正常状態から疾患状態（病態
の発現状態）にいたる病態の進行過程をリシール細胞系列で再現し、
同じ条件での各種実験・解析が可能

⚫正常または疾患モデル動物の臓器から調製した、正常細胞質と疾病細胞質を
様々な混合比で混合した細胞質をリシール細胞に導入することによって，疾
患の病態進行モデル細胞系列ができる

⚫従来｢時間軸｣で研究してきた病態進行過程を、同条件で様々な研究手法で解
析することによって、病態の進行過程に起こる様々な細胞内イベントの変化
を一度に解析することができる

•発症に長時間を要する生活習慣病（アルツハイマー
病などの精神疾患、糖尿病や高脂血症、癌、慢性
腎臓病など、発症確認に十数年かかる疾患）に対す
る病態進行モデル細胞系列を「実験室レベルで」得る
ことができ、病態進行の新規バイオマーカー同定などを
可能にする

未病モデル細胞
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